
（％）

55.6 5.2 15.1 22.7 1.5

以前に比べて
低下している

以前に比べて向上し
ている

以前と変わらない
わからない 不明

（％）

56.1

33.7

33.2

33.1

30.1

0 20 40 60 80

個人主義が浸透してきているので
（他人の関与を歓迎しない）

　　　　　地域が安全でなくなり、子どもを他人と
交流させることに対する抵抗が増しているので

近所の人々が親交を深められる
機会が不足しているので

人々の居住地に対する
親近感が希薄化しているので

母親の就労が増加しているので

保護者に「地域の教育力」を自身の子ども時代と比較してもらったところ、過半数が「以前に比べ
て低下している」（55.6％）と回答している。一方、「以前に比べて向上している」（5.2％）、「以前と
変わらない」（15.1％）は低い割合にとどまっている。

地域の教育力に関する意識

その理由

※１４項目の中から３つまで選択。上記グラフは上位５項目の回答率。資料：文部科学省委託「地域の教育力に関する実態調査」（平成18年）

（％）



地域が果たすべき役割
「社会のルールを守ることを教える」について「積極的に関わるべき」が６割以上と最も高い。
→ 保護者は、子どもに対して社会規範を教えることを重視していることがうかがえる。

資料：文部科学省委託「地域の教育力に関する実態調査」（平成18年）

（％）

61.5

49.9

49.3

48.0

36.6

39.9

30.5

29.3

29.4

1.4

2.5

2.6

4.1

6.0

9.6

14.6

17.0

1.1

積極的に
関わるべき

49.4

52.3

57.0

51.5

56.7

47.1

46.1

46.4

35.7

ある程度
関わるべき

あまり関わる
べきではない

1.0

1.7

まったく関わる
べきではない

0.2

0.1

0.3

0.3

0.3

0.4

0.7

2.5

不明

1.7

2.3

1.9

2.0

2.3

2.2

2.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会のルールを守ることを教える

自然環境を大切にする気持ちを育てる

人を思いやる気持ちを育てる

ものを大切にする気持ちを育てる

歴史文化を重んじる気持ちを育てる

正しい言葉使いを教える

異文化等を尊重する気持ちを育てる

我慢する気持ちを育てる

生活習慣を身に付けさせる

子ども（小・中学生）を育てる上で地域が果たすべき役割



地域で力を入れるべきこと
「地域内での子どもの安全を確保するための活動をする」（約７割）と最も高い。
→ 保護者は、子どもの安全確保に対する関心はきわめて高い。

※上記グラフの項目の中から多いものを３つまで選択。
（調査時期は平成１７年１０月～１１月中旬）資料：文部科学省委託「地域の教育力に関する実態調査」（平成18年）

（％）

66.9

36.3

33.5

31.9

30.7

15.1

9.7

9.1

7.5

6.8

5.1

0 20 40 60 80

地域内での子どもの安全を確保するための活動をする

異なる考えを持った人たちや年齢の人たちとの交流

地域の歴史や文化、自然を体験したり学ぶ機会を増やす

文化やスポーツなど、子どもの個性を伸ばす教育を強化する

子どもに礼儀やしつけをしっかりと教える

保護者・地域住民の地域の活動への参加を増やす

保護者・地域住民の学校行事への参加を増やす

学校が保護者・地域住民へ学校施設等を開放する機会を増やす

子どもの学力を伸ばすための活動を強化する

大人の余暇時間を増やす

わからない

子どもが健やかに育まれるために地域で力を入れるべきこと



子どもが過ごす場所
ひとりで過ごす場所は、平日・土日とも「自分の家」が約９割。
みんなで過ごす場所は、「家」は約６割、次いで「公園・原っぱ・空き地」「学校」が約３割。
→ ひとりの時もみんなで過ごす時も子どもの活動は屋内中心。

※上記グラフの項目の中から多いものを３つまで選択。

学年別の放課後に過ごす
場所の傾向は、高学年ほ
ど学校で過ごす割合が高く、
低学年ほど自分の家や地
域内（公園・原っぱ・空き
地）で過ごす割合が高い。

資料：文部科学省委託

「地域の教育力に関する実態調査」（平成18年）

〔学校がある日の放課後〕

90.6

13.5

5.6

6.4

4.8

5.8

3.6

2.1

1.0

62.9

39.7

27.0

33.4

10.8

5.7

4.3

2.7

1.6

1.3

0 20 40 60 80 100

自分の家

ともだちの家

公園、原っぱ、空き地

学校

児童館

近所の道、神社・お寺

コンビニ、ファストフード店、近所の店

公民館・図書館・博物館・美術館

ゲームセンター

海、山、川などの自然

〔休日〕

12.0

3.2

4.3

4.7

7.7

3.0

1.9

1.9

62.0

28.3

27.5

25.4

5.7

5.2

9.9

4.9

3.4

7.6

87.5

0 20 40 60 80 100

（％）

ひとりで

みんなで

学年によって回答割合に大きな違いが出た場所（学校がある日の放課後）

（％）

78.8

64.6

44.3

0 20 40 60 80 100

小学校２年生

小学校５年生

中学校２年生

自分の家 （％）

39.7

31.1

9.4

0 20 40 60

公園、原っぱ、空き地（％）

10.5

22.2

68.8

0 20 40 60 80

小学校２年生

小学校５年生

中学校２年生

学校

（Ｎ＝1,007）

（Ｎ＝984）

（Ｎ＝962）

子どもが過ごす場所



子どもの異年齢とのふれあい状況
放課後、土日ともに「学年や年の同じともだち」が６～７割と最も高い。「学年や年のちがうともだ
ち」は３～４割。 → 子どもは同年齢の友達や家族以外の異世代との交流機会が少ない。

※上記グラフの項目の中から多いものを３つまで選択。

学年別に見ると、学年が
上がるにつれ、交流範囲
が家族から学校の友達に
以降している。
また、中学生については、
部活動をしている方が
「学年や年のちがうともだ
ち」との交流が多い。

資料：文部科学省委託「地域の教育力に関する実態調査」（平成18年）
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学年や年の同じともだち

自分の兄弟姉妹

学年や年のちがうともだち

お父さん、お母さん

おじいさん、おばあさん

いとこ、親戚のおじさん、おばさん

近所のおとな

その他

不明

平日

土日

（％）

57.8

23.4

0 20 40 60 80

部活動をしている
（N=637）

部活動をしていない
（N＝308）

部活動（中2）の有無のクロス

学年や年のちがうともだち

一緒に過ごす相手



地域の活動などへの参加を妨げる要因

資料：内閣府「国民生活選好度調査」（平成15年度） ※有効回答者数：全国の１５～７９歳までの男女３，９０８人

地域の活動への参加を妨げる要因としては、仕事等のために時間がないこと（役３６％）のほかに、
参加するきっかけが得られないこと（約１４％）や、情報がないこと（約１１）などを挙げる人が多い。

地域の活動などへの参加に関する今後の意向
（参加を妨げる要因別）

参加を妨げる要因として「参加するきっかけが得られな
いこと」や「情報がないこと」を挙げている人の中には、
他の要因を挙げた人に比べ、今後参加したいという希
望を持っている人が多く、これらの者は条件が整えば
参加する可能性が相当程度あるものと考えられる。



47%

20%3%

26%29%

4% 16%

48%

28%

5% 23%

41%

（２）地域子ども教室に参加している「子どもの保護者」へのアンケート
お子さんが地域子ども教室に参加してから、どのような点がどれくらい変わったと感じますか？

地域の行事に積極的に参加
するようになった

地域の大人の人と挨拶をしたり
話をしたりするようになった

興味のあることは自分で調べ
たりするようになった

保護者も地域子ども教室の活動をとおして、子どもの成長を感じている。

n=1403

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

4% 4%4%

（１）地域子ども教室に参加した「子ども」へのアンケート
あなたは、地域子ども教室に来る前とくらべて、いつもの生活の中で何か変わったことはありますか？

教室のことを家の人と話したり
するようになった

34%

45%4%18%

そう思う

どちらとも言えない

そう思わない

無回答

学校に行くのが楽しくなった

13%
3% 44%

40%

地域の大人の人と挨拶をしたり
話をしたりするようになった

14%
3% 43%

40%
そう思う そう思う

どちらとも言えない どちらとも言えない

そう思わない そう思わない

無回答 無回答

家庭・学校・地域において、積極的な態度を見せるきっかけとなっている。

n=3307

「地域子ども教室推進事業」の評価について
～平成１６年度「地域子ども教室推進事業」実施状況調査報告書より～



43%

5%
1% 4% 45%2%

19% 3% 28%

45%

4%

（４）地域子ども教室に指導員等として参加した「地域の方々」へのアンケート

地域子ども教室に参加したことによって、あなたご自身の気持ちや暮らし方に何か変化
はありましたか？

地域の子どもに対する意識や関心
が高くなった

子どもの居場所づくりに関する取組
に対して関心が高くなった

地域の中に友人・知人が増えた

20% 3% 24%

47%

5%
12% 2% 34%

48%

4%

参加した大人自身も、活動をとおして自分自身の変化を感じている。

n=1089

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

2%
49%

5%1%
4%

39%46%

4%
1%

3% 43%3%

違う学年の友達とよく遊ぶように
なったと思う

自分より年下の子どもの面倒を
よく見るようになった

学校の様々な取組に対して、保護者や
地域の協力がより得られるようになった

地域子ども教室の実施前と実施後を比較して、こどもたちの様子
や態度に何か変化は見られましたか？

地域子ども教室の実施前と実施後を比
較して、保護者や地域の大人の様子や
活動に何か変化は見られましたか？

（３）地域子ども教室の活動場所となっている「学校長」へのアンケート

学校長は地域子ども教室の活動により、子どもや地域の大人の様子など
が良い方向に変化していると認識している。

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

とてもそう思う
どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない
あまりそう思わない
全くそう思わない
無回答

n=206



「放課後子どもプラン」推進のための連携方策
～文部科学省と厚生労働省の放課後対策事業の連携～

行政、学校、福祉や社会教育の関係者、有識者等が研修の企画等、域内の放課後対策の総合的
な在り方を共同で検討 →全都道府県・指定都市・中核市に設置

放課後対策事業の「推進委員会」の設置 【担当省：文部科学省】

これまで事業毎に実施していた指導者(員)研修を合同で開催することにより、プラン関係者の情報
交換・情報共有、資質の向上等を推進 →全都道府県・指定都市・中核市で開催

放課後子どもプラン指導者(員)研修の開催 【担当省：文部科学省・厚生労働省】

市町村における取組をバックアップ

地域住民の参加･協力大学生 退職教員 高齢者
中学生
高校生

○実施主体である市町村において円滑な取組促進が図られるよう、事業推進に向けた支援を実施

都道府県での連携

「放課後子ども教室」(文部科学省)と「放課後児童クラブ」(厚生労働省)を一体的あるいは連携
して実施するための市町村及び都道府県における具体的な連携方策は以下のとおり。

スポーツや文化
活動等の体験活動

体験の場

地域の大人や異年齢の
子どもとの交流活動

交流の場

お手玉やメンコなど
様々な昔遊びなど

遊びの場

予習や復習、補習等
の学習活動

学びの場

学習ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
生活指導、家庭との
連絡等

生活の場

専任指導員
安全
管理員

「放課後子どもプラン」の実施により、子どもの安全で健やかな居場所を確保、
勉強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等の取組の充実

「放課後子どもプラン」推進のための連携方策
～文部科学省と厚生労働省の放課後対策事業の連携～

・余裕教室をはじめとする学校諸施設（体育館、校庭、保健室等）の積極的な活用の促進
・両事業の関係者と学校の教職員間で、子どもの様子の変化や健康状態､
下校時間の変更等の情報交換を促進

活動場所における連携促進

両事業の円滑な実施を図るため、学校や関係機関等との連絡調整、ボランティア等の協力者の
確保・登録・配置、活動プログラムの策定等を実施 →全小学校区に配置

コーディネーターの配置 【担当省：文部科学省】

行政（教育委員会及び福祉部局） 、学校、放課後児童クラブや社会教育・児童福祉関係者及び地域住民等が
プランの策定、活動内容やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの確保等、両事業の運営方法等を共同で実施・検討→全市町村に設置

放課後対策事業の「運営委員会」の設置 【担当省：文部科学省】

○放課後子どもプランを策定し、小学校区毎の円滑な事業を実施

市町村での連携

放課後子ども教室 放課後児童クラブ

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

事業間の調整
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